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これだけは
準備しておこう

日頃からの備えが重要です！避難場所や避難経路、� �
確認していますか？

　いざ災害が起きた時にあわてずに避難するた
めにも、木更津市のホームページなどから防災
マップやハザードマップ（災害予測図）を入手
し、避難場所、避難経路を事前に確認しておき
ましょう！

CHECK! 食料・飲料などの準備� �
十分ですか？

　食料・飲料・生活必需品などの備蓄の例(人数
分用意しましょう）
・・飲料水 3日分（1人1日3リットルが目安） 
・・ 非常食 3日分の食料として、ご飯（アルファ米

など）、ビスケット、板チョコ、乾パンなど 
・・ トイレットペーパー、ティッシュペーパー
・・マッチ、ろうそく・・カセットコンロ　など
※飲料水とは別に、トイレを流したりするため
の生活用水も必要です。日頃から、水道水を入れ
たポリタンクを用意する、お風呂の水をいつも
張っておく、などの備えをしておきましょう。

CHECK!

万が一災害が� �
起こった場合には

　木更津市のホームページや防災行政無線等を
確認し、速やかに指示に従いましょう！

CHECK!

非常用持ち出しバッグの準備、できていますか？�
非常用持ち出しバッグの内容の例（人数分用意しましょう）

・・飲料水・食料品（カップめん、缶詰、ビスケット、チョコレートなど）
・・貴重品（預金通帳、印鑑、現金、健康保険証など）
・・救急用品（ばんそうこう、包帯、消毒液、常備薬など） 
・・ヘルメット、防災ずきん・・マスク・・軍手・・懐中電灯

CHECK!

いざという時の
ためにCHECK!

受付（氏名・住所・年齢・連絡先の他、資格や特
技など）を受付用紙に記入し、 登録をします。
ボランティア活動保険の加入をお願いします。

ボランティア活動を始めるにあたり、 注意事項
などの説明を受けていただきます。

依頼のある活動の中で、自分に出来る活動を選
びます。一緒に活動するグループを作り、活動
の内容を確認します。（炊き出し・泥かき・瓦礫
の撤去など…）

活動に必要な資機材や現地の地図を受け取り
ます。

被災現地での活動を行います。無理をせず、こ
まめな休憩と水分補給を取りましょう。

資機材の返却と活動内容の報告を行い、活動
の終了です。

ボランティア
受付

オリエン
テーション

マッチング

資機材

活　動

報　告

災害ボランティアセンター 活動の流れ

災害ボランティアセンター災害ボランティアセンター
をご存じですか？

・・衣類 ・・下着 ・・毛布、タオル ・・携帯ラジオ、予備電池 
・・携帯電話の充電器・・使い捨てカイロ・・ウェットティッシュ
・・洗面用具・・携帯トイレなど

災害ボランティアセンターとは、
　災害発生後、被災された方々に少しでも早くもとの生活を取り戻してい

ただくために被災状況に応じて必要なボランティアを募集し、ボランティ

アとボランティアの手助けを必要とする被災者の方々とをつなぎます。木更

津市で災害が発生した場合、「木更津市地域防災計画」の規定に基づき、木

更津市社会福祉協議会では木更津市の災害対策本部と連携し、「木更津市災

害ボランティアセンター」を設置・運営します。　木更津市災害ボランティア

センターの運営は多くの方々のご協力のうえで成り立ちます。令和元年度の

台風災害の時も、多くの方々にご協力をいただきました。　いつ起こるかわ

からない災害ですが、その際にはボランティアの方々のご協力が必要不可

欠です。　みなさまのご協力をお願いいたします。
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年
の
瀬
が
迫
り
、
令
和
４
年
も
残

り
わ
ず
か
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
も
木
更
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
対
し
、
あ
た
た
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
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賜
り
ま
し
た
こ
と
心
か
ら
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を
申
し
上
げ
ま
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新
型
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ロ
ナ
ウ
イ
ル
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３
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過
し
て
お
り
ま
す
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ま
だ
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収
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は
見
通
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ま
せ

ん
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一
方
で
、
国
に
お
い
て
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
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際
対
策
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
た
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国
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10
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11
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行
需
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と
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行
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開
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さ
れ
ま
し
た
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制
限
緩
和
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に
よ

り
私
た
ち
の
生
活
も
、
少
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ず
つ
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状

態
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
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と
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感
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

こ
う
し
た
中
、
本
会
は
、
本
年
７

月
か
ら
木
更
津
市
の
委
託
に
よ
り
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
自

宅
療
養
者
へ
の
食
料
品
等
配
布
事
業

に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ご
自
宅
で
療
養
さ
れ
て
い
る
方

の
ご
不
便
を
、
食
料
品
等
を
お
届
け

す
る
こ
と
に
よ
り
少
し
で
も
解
消
し

安
心
し
た
も
の
に
し
て
い
た
だ
け
れ
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と
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一
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せ
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た
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と
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。

さ
て
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令
和
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木
更
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制
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行
80
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と
い
う
記
念
す
べ
き
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で
ご
ざ
い
ま
す
。
木
更
津
市
社
会

福
祉
協
議
会
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催
い

た
し
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し
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テ
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づ
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つ
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お
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、
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行
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の
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飛
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と
発
展
を
願
い
な
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開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
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、
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に
お
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ま

し
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は
、
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困
や
介
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、
社
会
的
孤

立
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引
き
こ
も
り
な
ど
世
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が
抱
え

る
課
題
が
複
雑
か
つ
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合
的
な
も
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と
な
っ
て
お
り
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す
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超
高
齢
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進
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、
核
家
族
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も
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な
っ

て
社
会
の
姿
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

る
今
日
、
私
ど
も
の
活
動
も
社
会
の

変
化
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
な
が
ら
、

必
要
な
支
援
に
取
り
組
む
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
ふ
る
さ
と
「
木

更
津
」
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輝
か
し
い
未
来
に
向
け
、
木

更
津
市
社
会
福
祉
協
議
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市
民
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皆
様
は
も
と
よ
り
、
木
更
津
市
や
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の
団
体
な
ど
全
て
の
関
係
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と
手
を

携
え
て
、
地
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福
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活
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計
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の
基

本
理
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も
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考
え
、
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も
に
語

り
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支
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合
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の
も
と
、
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福
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上
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進

し
て
ま
い
り
た
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と
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す
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で
、

今
後
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導
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撻
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賜
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ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
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申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
迎
え
る
新
年
が

皆
様
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

橋本　晴美 山口　正明

（三中地区社協）
松沢　祐子

（波岡西地区社協）
小森　繁之

（波岡東地区社協）
根本　喜一朗

（中郷地区社協）
藤尾　保

（岩根西地区社協）
藤代　隆

（三中地区社協）
尾坂　勇

（三中地区社協）
岡田　一三

（三中地区社協）
宮﨑　芳昭

（公社）全日本不動産協会千葉県本部内房支部

日豊興産（株）千葉事業所

文室　安治
本立寺

（株）WATANABE

日本製鉄（株）東日本製鉄所君津地区きみつ会

（公社）全日本不動産協会千葉県本部

（君津地区保護司会木更津支部）
永井　秀一

（木更津市赤十字奉仕団）
早川　律子

（木更津市赤十字奉仕団）
森　徳子

（木更津市赤十字奉仕団）
佐々木　晴代

（一小中央地区民児協）
遠藤　能行

（一小中央地区民児協）
鈴木　利典

（一小中央地区民児協）
小沼　光治

（一小東部地区民児協）
富岡　典代

（中郷地区民児協）
藤尾　保

（金田地区民児協）
根本　正子

（中郷地区民児協）
石川　泰子

（太田・清見台地区民児協）
富沢　京子

（波岡東地区民児協）
根本　喜一朗

（太田・清見台地区民児協）
冨居　博

（波岡東地区民児協）
石川　耕司

（二小地区民児協）
白井　幸子

（請西・真舟小地区民児協）
長谷川　光江

（請西・真舟小地区民児協）
渡辺　美智子

（請西・真舟小地区民児協）
荒木　弓夫

（波岡東地区民児協）
小山　洋子

（波岡東地区民児協）
松本　喜照

（波岡東地区民児協）
荻野　洋

（波岡西地区民児協）
小森　繁之

（一小東部地区民児協）
鈴木　日出夫

（二小地区民児協）
古山　ルミ子

（二小地区民児協)
藤浪　直子

（二小地区民児協）
釼持　恭子

（波岡東地区民児協）
大和　晃

（波岡東地区民児協）
苅込　美佐夫

（波岡東地区民児協）
齋藤　須美子

（波岡東地区民児協）
重森　和子

（岩根西地区民児協）
澤邊　賢司

（三中地区民児協）
若名　惠

（岩根西地区民児協）
江野沢　哲

（清川地区民児協）
上田　光代

（波岡西地区民児協）
鎌倉　香

（鎌足地区民児協）
牧野　五十夫

（波岡西地区民児協）
出口　真由美

（鎌足地区民児協）
齋藤　妙子

～令和4年度社会福祉事業表彰及び感謝状受賞者の皆さま～

桜井3丁目 中烏田
上烏田区

浅間下団地自治会
丹原自治会

伊豆島下区

鎌足4区 畑沢打越区会
市野々自治会 桜町

　令和4年度における表彰及び感謝状の受賞者の皆さまをご紹介します。受賞された皆さま、おめでとうございます。（順不同・敬称略）
	【木更津市社会福祉協議会会長表彰・感謝状】	

●民生委員・児童委員功労者表彰

	【千葉県知事表彰】	
●共同募金運動奉仕者知事表彰

	【中央共同募金会会長表彰】	
●奉仕功労者表彰

伊東　偉雄 本橋　健一
（木更津市区長会連合会）
長谷川　吉一

●社会奉仕活動者感謝状●地域福祉活動功労者表彰

●地区社会福祉協議会役員表彰

●社会福祉団体役員表彰

●高額寄附者感謝状

（（福）かずさ萬燈会）
福原　昭博
（（福）かずさ萬燈会）
岡田　美奈子

（（福）かずさ萬燈会）
北條　克明

（（福）かずさ萬燈会）
鶴岡　裕美

（（福）かずさ萬燈会）
亀田　恵子

●社会福祉施設職員表彰

請西・真舟小地区社会福祉協議会
●優良支部・地区社会福祉協議会表彰

君塚　朋子

	【千葉県社会福祉協議会会長表彰・感謝状】	
●社会奉仕活動者感謝状

	【千葉県共同募金会会長表彰・感謝状】	

曽根　功
（福）みづき会

（福）長須賀保育園
（学）君津学園 木更津総合高等学校

君津信用組合

	●大口寄付者感謝状	
地曵　みつ 渡邉　紀子渡辺　美智子

●共同募金奉仕功労者表彰

●共同募金奉仕功労者感謝状

●共同募金優良地区・団体表彰

●共同募金優良地区・団体感謝状
貝渕第4・第6・第7町内会貝渕第1・第5町内会作田　真理子 加山　明美 伊藤　孝

藪田　浩子
安田　美惠子 澤辺　ふみ子

市原　明
鳥海　法子 鳥飼　輝子 伊藤　勉
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【問合せ】管理係　☎（25）2089　FAX（23）2615
　　　　E-mail　info@kisarazushakyo.or.jp

広報紙「福祉きさらづ」広告募集！
　年間4回発行、（7月1日、9月1日、12月1
日、3月1日）毎号41,270部を発行し、新聞折
り込みで各世帯へまた各公民館・行政機関
などへ配布しております。

（枠広告の規格と掲載料金）
1区画
縦4㎝×横5.5㎝
11,000円 4区画

縦8.2㎝×横11.2㎝
37,000円2区画縦4㎝×横11.2㎝

20,000円

～「音訳CD」の貸出し～
　視覚障がいの方や最近文字が見えにくくなって広報紙を「声」で情報を
得たいとお考えの方へ　広報紙「福祉きさらづ」を音訳した
CDの貸出しサービスを行っております。希望する方は下記
までお申し込みください。
登録後、広報紙発行毎に郵送にてお届けいたします。
申込先　管理係　☎（25）2089

戸田道路(株)
学校、地域へパラスポーツ用具寄贈

ワタナベメディアプロダクツ㈱
ノベルティグッズの提供

花王㈱
ユニバーサルデザイン製品や教材
の提供

イオンモール木更津
校外学習の実施（福祉体験学習）と
教材の提供

教育CSR 教育CSR

物品による支援
（物資の提供）

物品による支援
（物資の提供）

	 CSR活動紹介	 敬称略

　木更津市社会福祉協議会では、地域・社会貢献活動やCSR活動に取り組
む企業（事業所）や法人を応援しています。「社会貢献活動を始めたいが、
どのような種類があるのか知りたい」「うちでできる支援を必要としてい
るところはあるのか」などのお困りごとがありましたら、お気軽に当会ボ
ランティアセンターにご相談ください。
� 【問合せ】　☎（25）2089　ボランティアセンター　担当：鳥飼・上野

地域・社会貢献活動
C S R 活動

○民生委員児童委員とは
　民生委員・児童委員は、法律により厚生労働大臣から委嘱される無報酬のボランティアで
す。今年度は、3年に1度の一斉改選の年であり、木更津市では新たに205名の民生委員・児童
委員が令和4年12月1日付で誕生します。

○民生委員児童委員の役割
　民生委員・児童委員は、担当する地域に暮らす身近な相談相手として、地域住民からの生
活上の心配ごとや困りごとの相談に応じます。また、地域の見守り役として、定期的な訪問
などを通じて、高齢者や障がい者世帯、子どもたちの支援を行います。日常生活の中で、お悩
みやお困りごとがありましたら、一人で悩まずにお近くの民生委員・児童委員にご相談くだ
さい。皆さんの立場に立って解決するお手伝いをいたします。
※�民生委員・児童委員の中には、子どもや子育ての相談・支援を専門に担当する主任児童委
員もいます。

あなたのまちの相談相手　「民生委員・児童委員」

木更津市社会福祉協議会ボランティアセンター木更津市社会福祉協議会ボランティアセンター

【支給対象】
陸上交通事故で父又は母（父又は母に
代わる立場にある者を含む）を失った
18歳未満（ただし満18歳以上でも高校
在学中の者を含む）の交通遺児

①見舞金
交通遺児又は世帯の方は地域の民生委
員児童委員へご連絡してください。
遺児となった日から1年以内を対象と
して見舞金を支給いたします。

○支給内容　
（一世帯）　�100,000円　但し、遺児が2名以上いる世帯について

は、2人目から各々に50,000円を加算
　
②勉学奨励金・激励金・受験費用助成金
支給対象交通遺児又は世帯の方で令和5年4月に小学校・中学校入
学する児童・生徒及び令和5年3月に中学校及び高等学校を卒業す
る生徒

○給付内容
（勉 学 奨 励 金）小学校又は中学校の入学時� 30,000円
（激 励 金）中学校卒業又は高等学校卒業時� 60,000円
（受験費用助成金）高等学校等の受験料� （上限）� 50,000円

大学等の受験料� （上限）� 100,000円
○申込方法
木更津市社会福祉協議会の窓口でお申し込み下さい。（所定用紙有）

○申込み〆切　令和５年１月20日（金）迄
○給付時期　　4月ごろ地域の民生委員児童委員がお届けします。

《問合せ・申込み》
� ☎（25）2089　FAX（23）2615
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≪休館日のお知らせ≫ 12月〜3月の予定
月

施設名 12月 1月 2月 3月 問合せ

木更津市民
総合福祉会館 18日（日） 9日（祝）

15日（日）

11日（祝）
19日（日）
23日（祝）

19日（日）
21日（祝）

木更津市
潮見2−9

☎（23）2611
年末年始休み
12/28〜1/4

木更津市老人
福祉センター

5日（月）
12日（月）
19日（月）
26日（月）

 9日（祝）
10日（振）
16日（月）
23日（月）
30日（月）

6日（月）
11日（祝）
13日（月）
20日（月）
23日（祝）
27日（月）

6日（月）
13日（月）
20日（月）
21日（祝）
27日（月）

木更津市
十日市場826
☎（98）6651
年末年始休み
12/28〜1/4

　毎年 2 月に開催しております「福祉バザー」は新型コロナウイルス
感染予防の観点から関係者各位の安全を考慮いたしました結果、今年度も
中止することになりました。ご協力いただいております皆様には大変
ご迷惑をお掛けしますこと深くお詫び申し上げます。 何卒ご理解のほど
よろしくお願いいたします。 福祉バザー実行委員会

畑沢こども食堂

「福祉バザー」中止のお知らせ

　令和元年の台風15号で被災した際
に、災害ボランティアRelightを発
足させ、地域の孤立化を目の当た
りにしました。“地域に親しい人が
たくさんいる安心をみんなで”を
スローガンに、日頃から顔なじみ
の関係づくりをしたいと、今年の3月
にこども食堂を発足させました。
　現在の利用者さんは、地域のお年寄りの方や、子育て世代の方が殆
どですが、対象は、どなたでもです。みんなの心が温かくなるような、
手作りのお弁当のお持ち帰りと、フードパントリー（無料食材配布）を
実施していますが、今後はみんなで一緒に食事をする会食形式も検討
しています。ボランティアで実施しているので、大きなイベントを開
催する事は出来ませんが、季節を感じられるイベントも小規模ながら
実施しています。多世代交流の場となり、地域の孤立を少しでも解消
出来るよう、細々とではありますが、活動を続けていきたいと思いま
す。また、困った時にいつでも駆け込める場として、地域の安心でき
る居場所となるように、今後も丁寧な関わりを続けていきたいと思い
ます。
　保育士、栄養士などがスタッフにおりますので、子育て相談なども
気軽にお声かけください。
開 催 日 時 11/12（土）、12/18（日）
    毎月1〜2回15時半〜17時（事前予約制です）
場 所 天理教畑沢分教会（木更津市畑沢1053−69）
費 用 こども無料、大人300円の寄付
問 合 せ 先 中

なかだい

臺　携帯080−9709−4313
    Instagram畑沢こども食堂
お菓子、インスタント食品など募集中です！

　「歳末たすけあい募金運動」は、共同募金運動の一環として「つながりさ
さえあうみんなの地域づくり」をスローガンに、町内会や自治会をはじめ
とする地域の皆様や、学校や企業、ボランティア、民生委員児童委員、社
会福祉関係者等の協力をいただきながら、誰もが安心して新たなお正月を
迎えることができるように支援するものです。
　木更津市社会福祉協議会では、申請のあった世帯
を対象に、歳末見舞金を配分しています。

困窮世帯への
見舞金に

今年度は、249件に対して2,383,000円の歳末見舞金を
お届けする予定です。

※見舞金の申請は終了しました。

歳末たすけあい募金

〜心温まるご寄付〜心温まるご寄付
ありがとうございました〜ありがとうございました〜

寄付金	 ・井本　剛司
	 ・ヒラノ商事（株）
	 ・大坪　宏一
	 ・（株）WATANABE
	 ・ネモト企画
	 ・匿名4件

寄付品	 ・千葉県退職公務員連盟
	 ・鈴木　清
	 ・須藤　正敏
	 ・きさらづ点訳の会
	 ・ドコモショップ木更津店
	 ・ワタナベメディアプロダクツ（株）
	 ・匿名4件

受 付 期 間
令和4年7月27日〜令和4年10月26日（順不同、敬称略）

●各種相談（無料相談）12月〜3月の予定
相談内容 月 日 時間 電話 会場

心配ごと相談
（電話相談可）

12月 1日（木）・15日（木）
13：00

〜

16：00

☎（25）2089
※祝日は休み

木
更
津
市
民
総
合
福
祉
会
館
（
木
更
津
市
潮
見
2
丁
目
9
番
地
）

1月 5日（木）・19日（木）
2月 2日（木）・16日（木）
3月 2日（木）・16日（木）

法律相談
（要予約）
面談相談

12月 12日（月）・19日（月）

13：00

〜

16：00

☎（25）2089
※相談月の第1営業日の
午前8時30分より受付開始

※祝日は休み

1月 16日（月）・25日（水）

2月 13日（月）・20日（月）
22日（水）

3月 13日（月）・20日（月）
22日（水）

結婚相談 火
10：00

〜

16：00

☎（25）2089　内線24番
※1/3・1/17・3/14　

（火）は休み

ボランティア相談 月〜金
9：00

〜

16：00

ボランティアセンター
☎（25）2089

内線25番
※土日祝日は休み

後見相談
12月27日・1月24日
2月28日・3月28日

毎月第4火曜日

9：00

〜

16：00

きさらづ成年後見
支援センター

☎（22）6226　




